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アートマッヲで
わが街再発見

タウン情報とやま編集長

山下隆司

富山テレビ放送のクイズフォーカスインではない

が、「ここで問題です。富山市内に何箇所のギャラリ

ーがあるでしょうか。」何を称して ホギャラリーい と

いうのか。大雑把に美術に関して、年間を通じた企

画展示を行っている場所、といった様な解釈をする

なら、当方の「タウン情報とやま」誌アートガイ ド

に登場するお庖、施設を数えていただければよろし

い。オープン予定なども含めると、優に30箇所は越

えている。数の上では100万都市並みだそうだ。

そのギャラリーのオーナーたちからアー卜巡りの

地図づくりの話が持ち上ったのは一昨年の暮。タウ

ン情報とやまのアートガイドのよしみであろう、当

方 も加わることになった。目指す地図のタイトルは

r ART Walker J街歩きが楽しくなるようなネイミング

で気に入っている。そして、会の名前もまた rART

Walker Jである。延々 1年、ょうやく完成をみて、

ギャラリーの庖先を賑わしている。

月に 2、 3回、自称編集委員の面々が集まる。集

まるたび、たくさんの富山再発見が飛び出し、収拾

がつかなくなる。「神通五差路のデ‘力地蔵知ってるか」

「長慶寺の首だけ大仏は大きいぞJr四方から見えるぶ

らさがり信号機があ'るよ」などなど。多少アートか

らはみ出しぎみではあるが、わが街の面白発見のオ

ンパレードなのである。この収拾のつかない再発見

作業が、実は、延々 1年、難事業の理由なのであった。

病膏盲といおうか、すっかりこの街の虜になった

数ヶ月。休みの自になると自転車を漕ぎ、再発見ツ

アーに出かける。ツアーから戻っては再発見を語り

合う 。その繰り返 しがつまり編集会議というわけだ。

わが街を語ることがこんなに楽しいことだったのか、

そのことが何よ り感動なのである。これは余談であ

るが、会議の行き先が きまって「うまいもの屋」と

「レト口」というのもおかしい。懐かしいもの、忘れ

たくないもの、こんな時代だからこそ大切にしたい

もの、それが一様に地図に表わしたい富山であった。

書き込めないほどの再発見で、割愛したポイン卜

も多い。それでも、まだまだ知らない富山もきっと

多いことと思う 。郷土史の先生からはいたち川ロマ

ンともいうべき、いたち川沿いの歴史ポイントも紹

介いただいた。ある新聞記者氏はこの地図を片手に

歩き、街探訪の記事を書いてくれた。いずれもあり

がたい反響である。ささやかな手づくりマップが、

この街に暮らす人たち一人ひとりの街再発見のきっ

かけとなれば幸いである。

思いやり運転50年
真草嶺則義さん

「
違
反
さ
え
し
な
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
安
全
速
度

で
思
い
や
り
運
転
を
こ
こ
ろ
が
け
て
い
ま
す
U

七
十
二
歳
と
は
思
え
な
い
若

若
し
い
笑
顔
で
話
す
井
波
町
在
住
の
真
草
嶺
則
義
さ
ん
。
真
草
嶺
さ
ん
は
、

優
良
運
転
者
と
し
て
こ
の
ほ
ど
、
東
京
で
聞
か
れ
た
交
通
安
全
国
民
運
動
中

央
大
会
で
栄
あ
る
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
金
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。

真
草
嶺
さ
ん
は
昭
和
十
四
年
に
、
大
型
二
種
と
自
動
二
輪
の
免
許
を
取
得

し
て
以
来
、
五
十
数
年
も
の
間
無
事
故
・
無
違
反
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
三
十
年
間
、
交
通
指
導
員
と
し
て
毎
月

一
、
十
、

十
五
日
の
朝
夕

一
時
間
、
井
波
市
街
地
の
交
差
点
に
立
っ
て
歩
行
者
を
見
守

っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
戦
後
、
南
砺
消
防
組
合
に
勤
務
し
、
緊
急
車
輸

に
乗
る
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
定
年
退
職
後
の
昭
和
五
十
三
年
に
は

日
本

一
周
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、

三
十
四
日
間
か
け
て
四
十
七

都
道
府
県
を
回
り
ま
し
た
。
こ
の
経
歴
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
真
草
嶺
さ

ん
は
自
ら
の
安
全
運
転
の
み
な
ら
ず
、
広
く
交
通
安
全
に
対
す
る
啓
発
活
動

も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
交
通
安
全
運
動
の
第
一人
者
と
言
え
ま
す
。

「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
全
国
を
回
っ
た
時
は
、
本
当
に
多
く
の
人
に
共
感
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
分
県
で
は
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
遅
れ
そ
う
に
な
り
、
パ

ト
カ
ー
に
先
導
し
て
も
ら
い
、
大
変
感
激
し
ま
し
た
。
ま
た
、
交
通
指
導
員

と
し
て
交
差
点
に
立
っ
て
い
る
時
に
は
、
通
行
人
の

『ご
く
ろ
う
さ
ん
』
の

一
言
が
、
本
当
に
励
み
に
な
り
ま

、

す
U

体
の
続
く
か
ぎ
り
指
導
員
と

し
て
頑
張
り
た
い
と
言
う
真
草
嶺

さ
ん
。
現
在
も
土
石
会
社
に
勤
め
、

毎
日
二
十
ト
ン
ダ
ン
プ
の
運
転
を

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
は
思
わ
ず
脱
帽

し
て
し
ま
い
ま
す
。
い
つ
か
ま
た
、

全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
た
い

と
話
す
真
草
嶺
さ
ん
の
目
は
、
少

年
の
よ
う
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

交通栄誉章緑十字金章受賞

企日本一周交通安全キャ ンベーン中の真草嶺さん



吋e金磁轟

!
お
し
刊
で
に
生
?
;

曹
園
山
、
川
創
副
¥干
の
ず
、
!
マ

平
成
四
年
度
の
富
山
県
予
算

一
般
会
計
は
、
五
、
三

O
O億

三
、
六
九
七
万
八
千
円
で
、
前
年
度
当
初
に
比
べ
て
三

・
二
パ

ー
セ
ン
ト
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
こ
ど
も
み
ら
い
館
の
開
館
を
は
じ
め
、
県
立

中
央
病
院
新
病
棟
の
竣
工
や
第
二
期
工
事
の
着
手
、
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
や
県
営
プ

l
ル
の
建
設
、
エ
キ
ス
ポ
と

や
ま
博
・の
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
な
ど
、
主
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
着
実
な
推
進
を
図
り
、
県
民
の
健
康
・
福
祉
の
増
進
、

県
土
の
総
合
的
な
環
境
整
備
、

産
業
の
高
度
化
な
ど
の
施
設

を

一
層
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、

二
十

一
世
紀
を
め
ざ
し
た
富
山
県
の
基
礎
づ
く
り

と
し
て
、
余
暇
ビ
ジ
ョ
ン
、
文
化
プ
ラ
ン
、
若
者
プ
ラ
ン
な

ど
各
種
の
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

全
県
城
下
水
道
化

構
想
、
全
県
域
公
園
化
構
想
、
日
本
海
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
、

な
ど
の
重
要
施
策
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
三
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
し

い
県
民
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
「
生
活
立
県
」
、
「
国
際
立
県
」
、

「
人
材
立
県
」
を
施
策
展
開
の
重
要
視
点
と
し
て
、

三

つ
の

日

本

一
に
力
強
く
挑
戦
し
、
『
日
本
の
パ
イ
オ
ニ
ア
県
」

を
め
ざ

し
ま
す
。

平成4年度

一般会計歳入・歳出予算額
5.300億3.698万円

[一般会計歳入予算額

区 分 4年算 度 対前年度 構成比
予額 当初伸率% % 

県 手見 137，577，000 2.2 26.0 

地 方譲与税 9，501 ，000 7.4 1.8 

地 方支付税 134，486，000 0.2 25.4 

交通安全対策特別交付金 570，000 23.4 0.1 

分担金及び負担金 8，289，519 12.4 1.6 

使用料及び手数料 12，871，031 1.1 2.4 

国庫支出金 106，588，185 16.3 20.1 

繰 入 金 23，967，075 17.9 4.5 

県 債 49，315，000 ム9.9 9.3 

諸収入・その他 46，872，168 ム3.4 8.8 

歳 入 d広bコ、 計 530，036，978 3.2 100.0 

|一般会計歳出予算目的別 (単位:千円)I 

区 分 予4年算 額度 対前伸年度 構成比
当初率% % 

議 4Z己ミh 費 1，281，251 4.1 0.2 

総 務 費 42，664，353 ム19.9 8.0 

民生・衛生費 48，046，616 6.6 9.1 

労 働 費 3，187，002 3.2 0.6 

農林水産業費 70，323，924 6.3 13.3 

商 工 費 21，541，322 3.9 4.1 

土 木 費 118，334，254 3.8 22.3 

言望卑言 察 費 25，138，317 15.9 4.7 

教 =同zx 費 123，477，686 5.8 23.3 

災害復旧費 5，961，553 8.2 1.1 

公 債 費 57，641，828 4.1 10.9 

5者 支 出 金 10，038，872 ム3.0 1.9 

予 (蒲 費 2，400，000 1.100.0 0.5 

dEbコ、 計 530，036，978 3.2 100.0 

平成4年度富山県予算

(単位:千円)

2 

対前年度
区 分 予算額 当初(%伸)率

一般会計 530，036，978 3.2 

特別会計 31，036，938 3.9 

計(普通会計) 561，073，916 3.3 

収益会計 14，051，254 18.3 

企業会計 37，614，721 ム6.2

4Ch 3 言十 612.739.891 2.9 

3 



。明日を拓 づ‘平成4年度富山県予算

v e 生涯学習の推進 1.033億~万円 1， l 〓;三- 健康?福祉の増進.意-万円1

地
域
総
合
福
祉
の
推
進

県
民
だ
れ
も
が
不
安
の
な
い
幸
せ
な
生
活
を
営

む
た
め
に
は
、
家
庭

・
地
域
社
会

・
施
設
の
三
者

が

一
体
と
な
っ
た
地
域
総
合
福
祉
を
推
進
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
地
域
住
民
の
連
帯
感
を
高
め
る
ふ
れ

あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
実
践
グ
ル
ー
プ
へ
の
助
成
を
拡
大
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
充
実
強
化
し
、

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
を
増
額
す
る
と
と
も
に
児
童

・

生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
福
祉
教
育
を
拡
充

し
ま
す
。

ま
た
、

健
康
・

福
祉
・
人
材
セ
ン
タ
ー

の
充
実

に
努
め
る
ほ
か
、
社
会
福
祉
総
合
施
設
ケ
ア
ボ
ー

ト
圧
川
に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

き
め
の
細
か
い
高
齢
者
対
策

県
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
全
県
人

生
涯
学
習
社
会
の
基
盤
づ
く
り

県
民
の
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
映

像
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行

う
な
ど
、

県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ
の
充
実
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
近
く
設
置
さ
れ
る
放
送
大
学
学

園
ビ
デ
オ
学
習
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
協
力
し
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

ゆ
と
り
あ
る
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
県
1
一一一
高

等
学
校
全
日
制
課
程
の
普
通
科

・
商
業
科

・
家
庭

科
に
つ
い
て
、

一
学
級
あ
た
り
の
定
員
を
四
十
四

人
か
ら
四
十
人
に
改
善
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
五
月
に
開
館
す
る
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
の
活
用
を
図
る
ほ
か
、
登
校
拒
否
児
の
適
応

指
導
教
室
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

・
県
立
高
校
の
改
善
整
備
等
・
学
校
環
境
の
整
備

-
学
校
週
五
日
制
の
導
入
に
向
け
た
地
域
少
年
少
女
サ
ー
ク

ル
活
動
促
進
事
業

-
富
山
養
護
学
校
の
校
舎
増
築

-
県
立
大
学
生
物
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
開
設
(
十
月
)

ロ
に
占
め
る
割
合
は
約
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
高

齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
全
国
平
均
よ
り
七

l
八
年
早

く
、
積
極
的
な
対
応
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
短
期
入
所
事
業
を
大
幅

に
拡
充
す
る
ほ
か
、
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
の
介

護
者
を
対
象
に
介
護
技
術
研
修
を
行
う
と
と
も
に

心
身
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
在
宅
介
護
者
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

保
健
医
療
の
充
実

県
立
中
央
病
院
の
病
棟
部
門
が
五
月
に
完
成
し
、

新
た
に
診
療
棟
の
改
築
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
ま

た
、
済
生
会
高
岡
病
院
の
移
転
改
築
を
は
じ
め
、

公
的
病
院
に
お
け
る
施
設

・
診
療
機
器
の
整
備
に

助
成
し
ま
す
。
さ
ら
に
看
護
職
員
確
保
対
策
の
拠

点
と
し
て
、
新
た
に
ナ
l
ス
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す

る
ほ
か
、
富
山
医
科
薬
科
大
学
に
お
い
て
検
討
さ

れ
て
い
る
看
護
学
科
の
創
設
に
つ
い
て
協
力
す
る

な
ど
、
保
健
医
療
の
人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。

こ
ど
も
み
ら
い
館
(
仮
称
)
開
館

子
供
た
ち

の
夢
と
創
造
性
を
育
む
交
流
の
拠
点

と
し
て
、
こ
ど
も
み
ら
い
館
(
仮
称
)
を
七
月
に
開

館
し
、
こ
ど
も
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
、
市
町
村
の
特
色
あ
る
児
童

館
づ
く
り
に
助
成
す
る
な
ど
、
児
童
館
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
構
想
を
推
進
し
ま
す
。

科
学
・
文
化
を
担
う
人
材
育
成

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
郷
土
を
知
り
、
科
学

す
る
心
を
育
む
ふ
る
さ
と
発
見
科
学
創
造
体
験
事

業
の

一
環
と
し
て
、
猿
倉
山

・
五
箇
山

・
常
願
寺

川
流
域
な
ど
五
地
域

の
コ
ー
ス
を
整
備
し
、
体
験

学
習
を
推
進
し
ま
す
。

・
文
化
プ
ラ
ン
の
策
定

.新
川
文
化
ホ
ー
ル
(
仮
称
)
の
建
設
促
進

-
第
四
回
富
山
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
祭
へ
の
支
援

-
立
山
博
物
館
野
外
施
設
の
整
備

女
性
の
能
力
発
揮
の
場
と
し
て
、
と
や
ま
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
建
設
を
め
ざ
し
、
基
本

構
想
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
策

定
す
る
若
者
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
た
め
、
若
者
地

域
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
国
際
青
年
の
村
田
の
開
催
(
七
月
)

・
青
年
の
翼
・
婦
人
の
翼
の
ア
メ
リ
カ
オ
レ
ゴ
ン
州
、
力
ナ

ダ
へ
の
派
遣

， 人九三-三日- 長寿・余暇社会への対応mIl意m万円l

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
二
0
0
0
年
国
体
の
開
催
に

向
け
て
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
や
県
営
プ
ー

ル
、
漕
艇
場
な
ど
競
技
施
設
の
建
設
を
進
め
る
と

と
も
に
、
選
手
強
化
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

丙
部
総
合
体
育
館
(
仮
称
)
に

つ
い
て
基
本
構
想
の

策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
七
月
に
は
岩
瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
に
お
い
て
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ド
ー
ム

(
仮
称
)
を
開
館
し
ま
す
。

4 

-
と
や
ま
健
康
村
(
仮
称
)
の
整
備
推
進
計
画
の
具
体
化

.ア
ジ
ア
伝
統
医
学
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

-
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
制
度
の
拡
充

-
高
齢
福
祉
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

-
障
害
者
と
健
常
者
と
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

開
催

-
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
の
新
設
に
助
成

・
と
や
ま
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
田
の
開
催

.
県
外
優
秀
企
業
チ
ー
ム
招
へ
い
事
業

-
延
長
保
育
推
進
事
業

高
齢
者
の
保
健
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
富

山
県
地
域
福
祉
基
金
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
明

る
く
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
長
寿
社
会
を
築
く
た

め
に
、
い
き
い
き
長
寿
財
団
の
機
能
充
実
や
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
を
凶
り
ま
す
。

-
余
暇
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

5 
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県
土
美
化
の
推
進

エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
を
機
に
、
特
別
清
掃
事
業

を
実
施
す
る
な
ど
、
県
土
美
化
を
積
極
的
に
進
め

ま
す
。
ま
た
、
と
や
ま
環
境
財
団
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
新
た

に
ご
み
減
量
化
、
再
利
用
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

M
M
富
山
県
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー
の
設
立

こ
の
四
月
に
設
立
す
る
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県

民
生
活
の
安
全
と
平
穏
を
確
保
す
る
た
め
に
、
暴

力
団
員
の
不
当
な
行
為
に
関
す
る
困
り
ご
と
相
談

や
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
被
害
者
に
対

す
る
民
事
訴
訟
の
支
援
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
暴

力
団
の
根
絶
を
め
ざ
し
ま
す
。

-
警
察
本
部
庁
舎
の
建
設
促
進

-
交
通
死
亡
事
故
実
態
ビ
デ
オ
の
製
作

-
環
境
影
響
評
価
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

県
定
公
園
の
指
定

呉
羽
丘
陵
や
高
岡
古
城
な
ど
、
現
在
六
か
所
あ

る
県
定
公
園
に
、
桜
ヶ
池
(
城
端
町
)
や
松
倉
城

祉
(
魚
津
市
)
な
ど
六
か
所
を
新
た
に
追
加
指
定

す
る
と
と
も
に
、
県
立

・
県
定
公
園
施
設
整
備
に

対
す
る
助
成
を
拡
充
し
ま
す
。

-
水
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
開
催
へ
の
助
成

-
神
通
川
左
岸
流
域
下
水
道
の
建
設
に
着
手

.
雪
国
快
適
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進

-
立
山
マ
ウ
ン
ト
ピ
ア
構
想
の
策
定

-
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
総
合
展
示
施
設
構
想
の
推
進

4 

-
交
通
マ
ナ
ー
向
上
県
民
運
動
の
展
開

1 2魅力ある地域づくり 246筒.万円|

エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
の
開
催
に
向
け
て

エ
キ

ス
ポ
と
や
ま
博
(
第

一
回
ジ
ャ
パ
ン

エ
キ
ス

ポ
富
山
児
)
の
七
月
の
開
催
に
向
け
て
、
富
山
ジ
ャ

パ
ン

エ
キ
ス
ポ
協
会
と

の
連
携
を

一
層
強
化
す
る

と
と
も
に
、
展
示
館
と
な
る
ふ
る
さ
と
パ
レ
ス
(
仮

称
)
や
高
さ
約
三
十
二
メ
ー
ト
ル
の
展
望
塔
、
J
E
T

タ
ワ
ー
の
建
設
、
県
出
展
館
と
や
ま
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
の
準
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
利
賀
そ
ば
博

や
お
わ
ら
N
I
g
h
t
な
ど
市
町
村
の
協
賛
行
催
事

に
助
成
し
ま
す
。

命

4.交通・情報通信体系φ整備 DJ億7・11万円 l
北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
高
岡

・
金
沢
聞
の

暫
定
整
備
区
間
の
本
格
着
工
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
糸
魚
川

・
魚
津
聞
に
つ
い
て
は
、
現
行

運
行
水
準
の
維
持
・
向
上
を
図
り
つ
つ
、
第
三
セ

ク
タ
ー
経
営
に
よ
る
並
行
在
来
線
の
存
続
を
図
る

こ
と
と
し
、
本
区
間
の
早
期
本
格
着
工
に
向
け
努

力
し
ま
す
。

高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

通
信
衛
星
を
利
用
し
た
高
度
情
報
通
信
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
、

全
国
に
先
駆
け
て
昨
年
十

二
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
同
シ
ス
テ
ム

の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム

や
防
災
通
信
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
小
杉
町
の
県
立
大
学
に
あ
る
富
山
県
情

報
教
育
セ
ン
タ
ー
を
移
転
・
拡
充
し
た
富
山
県
情

報
工
房
を
五
月
に
開
館
し
、
情
報
化
社
会
に
対
応

で
き
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

-
東
海
北
陸
自
動
車
道
・
能
越
自
動
車
道
の
整
備
促
進

.
富
山
・
ソ
ウ
ル
便
等
国
際
定
期
便
の
開
設
働
き
か
け

全
県
域
公
園
化
構
想

全
県
域
公
園
化
構
想
を
具
体
化
す
る
推
進
計
画
、

全
県
域
公
園
化
プ
ラ
ン
(
仮
称
)
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
市
町
村
が
実
施
す
る
ふ
る
さ
と
環
境
総
合

整
備
モ
デ
ル
事
業
や
ま
ち
の
か
お
づ
く
り
事
業
を

積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

・
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
準
備
を
支
援

・
中
央
植
物
園
の
管
理
研
修
棟
の
建
設
に
着
手

-
頼
成
の
森
水
生
植
物
園
の
整
備

-
魅
力
あ
る
都
市
景
観
づ
く
り
推
進
事
業

-
と
や
ま
・

ふ
く
お
か
家
族
旅
行
村
の
整
備

1 iI黒土の保全と活用[;M億3，600万円 |

ナ
チ
ユ
ラ
リ
ス
ト
パ
ン
ク
の
設
立

と
や
ま
環
境
財
団
に
、
県
内
の
自
然
保
護
教
育
、

自
然
保
護
思
想
の
普
及
の
拠
点
と
し
て
、
ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト
バ
ン
ク
を
設
置
し
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト

の
登
録
、
有
料
派
遣
、
養
成
、
研
修
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
自
然
解
説
と
登
山
技
術
指
導
を

併
せ
て
行
う
山
岳
ガ
イ
ド
制
度
を
全
国
に
先
駆
け

て
創
設
す
る
た
め
の
検
討
を
行
・い
ま
す
。

6 

日
本
海
ミ
ュ
l
ジ
ア
ム
構
想
の
推
進

帆
船
海
王
丸
の
本
格
係
留
に
あ
わ
せ
、
係
留
関

連
施
設
や
海
王
丸
パ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
今
年
七
月
の
開
館
に
向
け
、
海
洋
研
修
セ

ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
建
設
を
支
援
す
る
ほ
か
、
日
本

海
博
物
館
(
仮
称
)
の
基
本
計
画
に
取
り
組
む
な
ど
、

日
本
海
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
を
推
進
し
ま
す
。

4・圃阻・・・・・
-
伏
木
外
港
の
建
設
促
進

-
県
営
富
山
中
央
駐
車
場
の
営
業
開
始
(
六
月
)

-
富
山
空
港
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
建
設
へ
の
支
援

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
レ
ゴ
ン
州
実
務
協
議
団
の

受
け
入
れ
、
職
員
や
教
員
の
相
互
派
遣
を
行
う
ほ

か
、
同
州
で
五
月
に
開
催
さ
れ
る
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ィ

ー
ク
に
参
加
す
る
な
ど
、
昨
年
十
月
に
友
好
提
携

を
結
ん
だ
オ
レ
ゴ
ン
州
と
の
交
流
を

一
層
促
進
し

ま
す
。

7 

ま
た
、
環
日
本
海
交
流
で
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
沿

海
地
方
と
の
友
好
提
携
を
、
近
く
行
う
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

-
環
日
本
海
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

-
遼
寧
省
へ
の
実
務
協
議
団
の
派
遣



活力ある産業づくり平成4年度富山県予算

， 新世紀久φ牒展開lB儀rMI.DJ万円|

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援

平
成
三
年

一
月
か
ら
富
山
市
高
田
で
建
設
さ
れ

て
い
た
、
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
が
五
月
に
開
館
し

ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
頭
脳
立
地
法
の
指
定
に

基
ヴ
き
、
産
業
の
高
度
化
、
情
報
の
集
積
化
を
め

ざ
す
施
設
で
、
同
法
に
よ
る
セ
ン
タ
ー
建
設
は
全

国
で
初
め
て
で
す
。

県
で
は
同
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援
す
る
な
ど
、

頭
脳
立
地
計
画
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

・
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
バ
イ
オ
研
究
棟
の
建
設
に
着
手

.
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援

-
ロ
シ
ア
市
場
経
済
実
務
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

Fプ 4商業・サービス産業の振興 3印刷m万円 l
中
小
小
売
商
業
者
へ
の
支
援

中
小
企
業
振
興
協
会
に
設
置
す
る
中
小
商
業
活

性
化
基
金
の
増
額
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

中
小
小

売
業
者
に
対
し
、

商
品
の
売
れ
筋
情
報
な
ど
各
種

情
報
を
提
供
す
る
リ
テ

l
ル

・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン

タ
ー
が
財
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
、

十
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す。

-
商
庖
街
透
明
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
整
備
に
対
す
る
助
成

.
街
づ
く
り
会
社
支
援
事
業
(
朝
日
商
業
開
発
欄
)

-
ょ
う
こ
そ
富
山
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
の
推
進

-
富
山
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援

.
富
山
県
い
き
い
き
物
産
欄
を
支
援

V 5雇用と勤労者福祉 29億mmJ万円 E

U
タ
ー
ン
の
促
進

最
近
の
雇
用
情
勢
は
、
労
働
力
需
給
が
緩
和
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
企
業
の
人
手
不

足
感
は
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
県
で

は
、
県
内
中
小
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
事
業
に

助
成
す
る
と
と
も
に
、
県
内
産
業
の
紹
介
や
広
報

誌
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、
県
内
就
職
や

U
タ
ー
ン
の
促
進
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

-
労
働
時
間
短
縮
の
促
進

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
拡
充

-
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
促
進

V E農林水産業の振興mIJ億rMmJ万円I
新
規
担
い
手
確
保
総
合
対
策
の
推
進

県
で
は
お
い
し
い
富
山
米
の
生
産
を
基
幹
に
、

園
芸
や
畜
産
の
振
興
を
図
り
、
地
域
性
豊
か
な
生

産
性
の
高
い
農
業
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
四
月
ま
で
の

一
年
間
に
、
県
内

で
新
た
に
農
業
に
就
い
た
三
十
五
歳
以
下
の
若
者

は
、
わ
ず
か
に
九
人
と
、

若
い
後
継
者
不
足
は
深

刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
「
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
に
支
援
し
、
意
欲
あ
る
新
規
就
農
業
者
に
対

す
る
技
術
研
修
、
農
業
機
械
の
リ

l
ス
制
度
の
創

設
な
ど
、
就
農
条
件
の
整
備
を
図
り
、
新
規
担
い

手
の
確
保
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

-
新
昂
種
「
越
の
華
」
の
普
及
促
進

・
と
や
ま
材
ブ
ラ
ン
ド
化
促
進
事
業
の
推
進

.
全
国
集
落
営
農
推
進
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

-
深
層
水
を
活
用
す
る
水
産
壇
殖
研
究
施
設
の
整
備

.
と
や
ま
引
林
業
担
い
手
対
策
委
員
会
の
設
置

-
県
水
産
業
振
興
推
進
プ
ラ
ン
の
検
討

。
組
織
機
構

情
報
企
画
課
の
設
置 V 3 工業の振興 æ億~万円 1，

中
小
企
業
の
振
興

中
小
企
業
の
体
質
強
化
を
図
る
た
め
、
技
術
開

発
力
の
強
化
を
支
援
す
る
ほ
か
、
高
度
化
資
金
の

大
幅
な
増
額
を
は
じ
め
、
県
単
独
の
制
度
融
資
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
特
定
の
中
小
企
業
の
集

積
し
た
地
域
に
お
け
る
新
技
術
開
発
な
ど
に
新
た

に
支
援
し
ま
す
。

薬
業
の
振
興

8 

-
総
務
課
の
文
書
学
術
課
へ
の
改
組
改
称

・
学
術
国
際
課
の
国
際
課
へ
の
改
組
改
称

.
企
画
調
整
室
の
斑
制
の
廃
止

・
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
の
情
報
工
房
へ
の
改
称

.
航
空
対
策
室
の
設
置

・
交
通
規
制
課
の
設
置

中
央
病
院
で
看
護
体
制
の
充
実
の
た
め
、

一十
二
名
の
増
員
。

そ
の
他
の
知
事
部
局
職
員
に
つ
い
て
は
現
行
の
定
数
の
枠
内
で

対
応
。
教
職
員
に
つ
い

て
は
児
童

・
生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
全

体
と
し
て
百
十
三
名
の
減
員。

。
職
員
定
数

施策の実施のために

一一 1，145億 6，100万円一一

。
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
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-
T
O
Y
A
M
A

N

O
W
-
-
n
原
宿
犯
の
開
催

・
テ

レ
ビ

・
週
刊
誌
広
告

・
地
下
鉄
額
面
広
告
を
活
用
し
た
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
事
業
の
実
施

・
全
国
知
事
会
議
の
開
催



働く女性を応援します春の息吹に包まれて一足早く、
新社会人講座「働きはじめる女性のために」

今
春
、
社
会
に
巣
立
つ
女
性
を
対
象
に
し
た
新
社
会
人
講
座
が、

一一
月
十
五
日
、
富
山
市
の
県
教
育
文
化
会
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
ま
ず
落
語
家
の
立
川
志
の
輔
さ
ん
が

「
素
敵
な
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
五
ヵ
条
」
と
題
し
て
講
演
。
「
社
会

人
と
し
て
、
他
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
と

っ
て

い
く
た
め
に
は
、
声
の
高
低
、
会
話
の
間
(
ま
)
、
会
議
や
宴
席
で

の
自
分
の
位
置
な
ど
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
」
と
面
白
い
例
を

交
え
な
が
ら
楽
し
く
解
説
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「

一
秒
間
で
も
多
く

の
時
間
を
、
楽
し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
」

と
集
ま

っ
た
女
性
を
激
励
し
ま
し
た
。

続
い
て
女
性
の
職
場
環
境
に
関
す
る
「
働
く
女
性

O
×
ク
イ
ズ
」

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
名
種
法
律
や
制
度
、
社
会
常
識
に

つ
い

て
楽
し
く
学
ぴ
ま
し
た
。

10 

第2回花と緑の冬のフェスティパル・開催

「
冬
の
生
活
に
彩
り
を
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
「
第
二
回

花
と
緑
の
冬
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が、

二
月
十
五
日
か
ら
十
七

日
、
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
知
事
が

「
色
鮮
や
か
な
春
の
草
花
を
集
め
ま
し

た
。
春
の
息
吹
を
感
じ
と

っ
て
く
だ
さ
い
U

と
あ
い
さ
っ
し
た
後
、

オ
ー
プ
ン
を
祝

っ
て
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
パ
ラ
な
ど
の
切
り
花
五
十
種
類
二
万
本
の

ほ
か
、
ラ
ン
や
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
の
鉢
植
え
約
百
種
類
が
、
所

狭
し
と
並
べ
ら
れ、

さ
な
が
ら
春
の
お
花
畑
の
よ
う
な
薫
り
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
期
間
中
に
は、

海
外
の
珍
し
い
花
の
展
示
や
、
フ
ラ
ワ

ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー、

生
け
花
の
実
演
な
ど
も
行
わ
れ
、
訪

れ
た
人
た
ち
は
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
会
場
で
、

一

足
早
い
春
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
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下水道課

下水道知家庭や均らの汚水|

の排除、浸水被害の防止、水環境の保全

等の重要な役割を担っており、県民が健

康で快適な生活を営むために欠くことの

できないものです。

そのため下水道課では、「全県域下水道

化構想」に基づき、各種下水処理施設のl整備を推進しています。

企二上浄化センター

-
生
活
空
間
Y
3
調
和

下
水
道
課
で
は
、
単
に
下
水
道
施
設
等
を
整
備
す
る
の
で
は

な
く
、
県
民
に
親
し
ま
れ
、
喜
ば
れ
る
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。最

初
に
見
学
し
た
の
は
、
高
岡
市
の
八
丁
道
に
整
備
さ
れ
た

「
せ
せ
ら
ぎ
水
路
」
で
す
。
こ
の
雨
水
路
に
は
、

「史

跡

前

田

剛
」
の
外
堀
を
偲
ば
せ
る
よ
う
な
石
積
や
植
木
が
あ
り
、
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

L
ゅ
ん
せ
つ

次
に
、
現
在
ヘ
ド
ロ
の
波
探
工
事
を
し
て
い
る
高
岡
古
城
公

闘
の
お
堀
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
に
は
、
街
の
シ
ン
ボ

ル
を
き
れ
い
に
す
る
目
的
の
ほ
か
、
水
濠
を
雨
水
排
除
の
調
整

や
、
積
雪
排
除
た
め
の
流
雪
用
水
の

一
時
貯
溜
池
と
し
て
の
利

用
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。

-
下
水
汚
泥
の
有
効
利
用

最
後
に
、

二
上
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
、

一上
浄
化
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
小
矢
部
川
流
域
下
水
道
の
要
と

な
る
施
設
で
、
高
岡

・
砺
波
地
方
の
下
水
処
理
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
集
め
ら
れ
る
下

水
が

一
日
約
二
万
ト
ン
と
聞
い

て
、
本
当
に
び

っ
く
り
し
ま
し

た

.ヘ ドロし ゅんせつ船

こ
こ
で
は
、
ド
水
処

理
の
過
程
で
発
生
す
る
汚
泥
を

固
形
状
の
「
溶
融
ス
ラ
グ
」
に

加
工
し
、
建
築
用
資
材
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
等
に
有
効
利
用

す
る
、
全
国
で
も
初
め
て
の
試

み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
溶
融
ス

ラ
グ
を
混
入
し
た
イ
ン
タ
ー
ロ

ま
た
、

ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ

ッ
ク
は
、
先
に
紹
介
し
た
八

「
道
の
歩
道
な
ど
に
使
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
今
年
七
月
開
催
の
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博

の
会
場
に
も
使
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

。

こ
の
取
材
を
通
し
て、

ド
水
道
課
の
仕

が
、
私
達
が
健
康
で
快
適
に
暮
ら
す
た
め
に

欠
か
せ
な
い
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
身
近
で

大
切
な
も
の
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
ま

た
、
川
や
海
を
汚
さ
な
い
た
め
に
も
、
私
達

は
作
ぃ
活
排
水
な
ど

の
汚
れ
を
少
な
く
す
る
よ

う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

「
下
水
道
」
に
つ
い
て
皆
さ
ん
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
知
っ
て

い
ま

す
か
。
あ
ま
り
親
し
み
も
な
い
の
で
、
そ
の
本
当
の
役
目
を
知

っ
て
い
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
美
し
い
自
然

を
守
り
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
今
日
は
、
下
水
道
課
の
仕
事
を
紹
介
し
た
い

と
思

い

ま
す
。

-
下
水
処
理
み
促
進

下
水
道
が
で
き
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
き
た
な
い
ど
ぶ
や
取
が

な
く
な
り
、
ま
ち
は
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
雨
の
時

の
浸
水
の
不
安
も
な
く
な
り
、
私
達
の
生
活
は
よ
り
快
適
な
も

の
と
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
家
庭
や
工
場
な
ど
か
ら
集
め
ら

れ
た
汚
水
は
処
理
場
に
運
ば
れ
、
き
れ
い
に
処
理
さ
れ
て
欣
流

さ
れ
る
の
で
、
汚
れ
た
川
や
海
は
よ
み
が
え
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
下
水
道
に
は
、
大
事
な
働
き
が
あ
る
の
で
す
。

県
政
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
「
ド
水
道
の
整
備
」
は
毎
年
、
県

政
へ
の
要
望
項
目
の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け

県
民
の
ニ

l
ズ
は
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
富
山
県
の
下
水
普
及
率
は
二
十
八
パ
ー
セ

ン
ト
で
、

全
国
平
均
の
四
十
問
パ
ー
セ
ン
ト
を
大
き
く
ド
川

っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
下
水
'
道
課
で
は
、

λ
I後
の
ド
水

道
整
備
の
指
針
と
な
る
「
全
県
域
ド
水
道
化
講
想
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
講
想
に
基
づ
い
て
、
県
と
市
町

村
が

一
体
と
な
り
、
地
域

の
実
情
に
あ

っ
た
ド
水
道
事

業
を
実
施
し
て
い

く
そ
う
で
す
。
、E
な
も
の
と
し
て
、

神
通
川
左
岸
流
域

F
本
道
や
小
矢
部
川
流
域
卜
水
道
の

整
備
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
能
登
課
長
さ
ん
が
「
平
成
卜

二
年
に
は
普
及
率
七
十
-一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
よ
う
に

整
備
を
す
す
め
た
い
」
と
戸
を
大
に
し
て
話
さ
れ
た
の

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

12 

.二上浄化セ ンタ一地下通路
(
下
水
処
理
の
し
く
み
)
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「
た
の
し
く
べ
ん
き
ょ
う
す
る
ん
だ
」

「
た
く
さ
ん
と
も
だ
ち
つ
く
る
ん
だ
」

フ
ン
ド
セ
ル
い
っ
ぱ
い
の
希
望
と

ほ
ん
の
少
し
の
不
安
を
胸
に

一
年
生
の
目
は

い
き
い
き
と
輝
い
て
る

PJN 



ジ
ャ
パ
ン
・
エ
キ
ス
ポ
・
コ
ー
ナ
ー
⑨

開
幕
ま
で
あ
と
醐
日
/

続
々
と
登
場
、
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
出
展
館

人
と
自
然
の
パ
ワ
l
、
未
来
へ
の
ロ
マ
ン
が
集
う
。

近
未
来
の
郵
便
自
動
車
を
ラ
ジ

コ
ン
で
操
縦
し
て
遊
ぶ
「
ポ
ス
タ

ル
・
力
l

・
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
L

や
、
立
山
を
背
景
に
自
分
の
写
真

を
刷
り
込
ん
だ
記
会
は
が
き
を
そ

の
場
で
つ
く
る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ

ス
ト
力
|
ド
」
コ
ー
ナ
ー
、
川
イ

ン
チ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
富
山

の
四
季
の
映
像
紹
介
な
ど
来
館
者

に
は
こ
だ
え
ら
れ
な
い
楽
し
い
企

画
ガ
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
芝
、
戸

マ
チ
ユ
戸
無
線
局
の
開
局
や
、
タ

レ
ン
ト
を
招
い
芝
イ
ベ
ン
ト
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

郵・遊プラザ

八一トフル・コミュニケーション
出展者郵政省北陸郵政局

富
士
通
立
体

C
Gシ
ア
タ
ー

光
・
緑
・
生
命
(
い
の
ち
)

出
展
者
富
士
通
側

側
富
山
富
士
通

立
体

C
G映
像
寸
ユ
一
一
パ
ー
ス

2
1太
陽
の
響
j
」は
、
富
士
通
の

最
先
端
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
-
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス

(C
G
)技
術
と
力
ナ

ダ
J

戸
イ
マ
ッ
ク
ス
社
の
大
型
映
像

技
術
ガ
集
結
さ
れ
て
初
め
て
実
現

し
だ
映
像
で
す
。
C
Gは
も
ち
ろ

. 

J
E
T劇
場
に
ジ
ャ
ン
ボ
ト
口
ン
設
置

出
展
者
ソ
ニ
ー
欄

エ
キ
ス
ポ
博
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

ー
ス
「

J
E
T劇
場
」
に
、
画
面
サ

イ
ズ
縦
M
メ
ー
ト
ル
、
横
川
メ
ー

ト
ル
の
大
型
表
示
シ
ス
テ
ム

H

ジ
ャ

ン
ボ
ト
ロ
ン
H

ガ
設
置
さ
れ
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
ト
ロ
ン
は
、
発
光
素

子
H

ト
リ
二
ラ
イ
ト
H

の
採
用
に

よ
り
、
高
画
質
・
高
輝
度
・
多
機

能
を
実
現
し、

日
中
・
野
外
で
も

鮮
明
な
映
像
を
映
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

来
場
者
は
操
縦
ロ
ボ
ッ
ト
ガ
運

転
す
る
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
の
っ
て
¥

別
世
紀
の
夢
工
場
へ
の
時
間
旅
行

を
し
、
そ
こ
で
作
ら
れ
て
い
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
と
一

緒
に
危

機
を
の
り
越
え
る
物
語
を
体
験
で

き
ま
す
。

疑
似
体
験
す
る
タ
イ
ム
マ
シ
ン

夢・来・人(ゆめこいびと)不二越館

未来のロボット工場で不思議体験

出展者側不二越

ん
実
写
も
立
体
で
見
る
こ
と
が
で

き
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
感
じ
さ
せ
な

い
映
像
ガ
観
客
の
す
ぐ
自
の
前
に

迫
り
、
映
像
ガ
前
後
左
右
で
踊
り

出
し、

ま
る
疋
映
像
に
包
み
込
ま

れ
る
よ
う
な
未
来
映
像
を
体
験
で

き
ま
す
。
ま
芝
、観
客
自
身
ガ

一分

子
と
な
っ
て
、
植
物
内
お
よ
び
血
管

や
筋
肉
の
中
に
入
り
込
み
、
誰
も
が

経
験
し
芝
こ
と
の
な
い
ミ
ク
ロ
コ

ス
モ
ス
の
旅
を
体
験
で
き
ま
す
。

貨
幣
・
ひ
と
・

く
ら
し

造
幣
展
示
館

初
の
博
覧
会
参
加
で
す
。

出
展
者
大
蔵
省
造
幣
局

わ
が
圏
第
4
1
号
貨
幣
「
和
同
開

部
」
や
大
判
な
ど
、
明
治
か
ら
平

成
の
間
年
に
わ
疋
っ
て
造
幣
局
ガ

製
造
し
て
き
芝
近
代
貨
幣
、
世
界

の
珍
し
い
貨
幣
を
ビ
デ
オ
や
パ
ネ

ル
で
紹
介
し
ま
す
。
ま
芝
、
イ
ベ

ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ふ
だ
ん
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
勲
章
の
製
造

工
程
の
一
部
を
実
演
し
ま
す
。

..z- .-

は
旬
人
乗
り
で
世
界
最
大
級
の
油

圧
床
振
動
装
置
ガ
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
芝
、
会
場
に
は
組
立
て

用
ロ
ボ
ッ
ト
、
操
縦
ロ
ボ
ッ
ト
、

ウ
工
ル
力
ム
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
却
台

余
り
の
ロ
ボ
ッ
ト
ガ
楽
し
く
動
き

ま
わ
り
来
場
者
と
受
流
し
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
扮

す
る
女
性
ナ
レ
ー
タ
ー
が
ド
ー
ム

内
部
に
設
置
さ
れ
だ
ク
レ
ー
ン
上

に
座
り
、
自
由
自
在
に
動
き
な
が

ら
映
像
・
音
響
・
照
明
と
連
動
し

だ
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
を
行
い

ま
す
。
し
か
も
、
宇
宙
や
沼
津
な

ど
の
各
場
面
で
、
演
出
効
果
を
さ

ら
に
高
め
な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー
を

展
開
す
る
芝
め
、
来
館
者
は
あ
だ

か
も
そ
の
場
に
存
在
し
て
い
る
よ

う
な
雰
囲
気
に
浸
れ
ま
す
。
ま
芝
、

ド
ー
ム
内
部
は
、
椅
子
等
を
一
切

設
け
て
い
な
い
の
で
、
来
館
者
一

人
ひ
と
り
が
自
由
な
場
所
や
姿
勢

で
、
ド
ー
ム
全
体
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
映
像
と
音
と
光
の
幻
想
的
な

世
界
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

シ
ミ
ズ
・
ス
ペ
ー
ス
ド
!
ム

パ
ル
シ
ア
タ
ー
引
館

映
像
と
音
と
光
の
幻
想
的
な

体
感
パ
ピ
リ
オ
ン

出
展
者
清
水
建
設
側

16 

-
お
知
ら
せ

富
山
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ

協
会
の
事
務
聞
が

3
月
何
日

に
左
記
ヘ
移
転
し
ま
し
定
。

一T
9
3
9
1
0
3

富
山
県
射
水
郡
小
杉
田
黒
河

県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
内

宮

0
7
6
6
・日・

2
8
0
o

m
o
ア
6
6
・日・

2
9
6
7

-
J
E
T
ハi
テ
イ
ハ
ボ
ラ
ン
テ
イ
戸
〉
を

募
集
し
ま
す
。

17 

富
山
県
ポ
ラ
ン
テ
イ
戸
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
場
運
営
に
参
加
し
て
い
だ
だ

く
各
種
ボ
ラ
ン
テ
イ
戸
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

4
1
、
募
集
人
員

2
、
応
募
期
間

3
、
活
動
内
容

約

5
0
0人

4
月
初
日
附
ま
で

障
害
者
・
高
齢
者
の
介
問
、
各
種
貸
出
し
業
務
、
清
掃
、

迷
子
の
世
話
等

4
、
活
動
期
間
博
覧
会
開
催
期
間
中
の
う
ち

5
日
以
上

な
お
、
活
動
条
件
や
応
募
資
格
等
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。富

山
県
ボ
ラ
ン
テ
イ
戸
セ
ン
タ
ー

干
9
3
0
富
山
市
舟
橋
南
町
5
番
付
号
富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
内

宮

0
7
6
4
・明記・

2
9
5
8

聞

0
7
6
4
・担・

4
8
8
4



く
ガ
ス
が
噴
き
出
し
て
い
て
、
こ
れ
を

吸

っ
た
人
が
お
酒
に
酔
っ

た
よ
う
な
状

態
に
な

っ
た
こ
と

か
ら
、
『酒
の
泉
』
と

呼
ば
れ
て

い
た
ん

で
す
U

と
話
す
の
は
、

林
道
温
泉
「
加
賀
屋
」
の

代
表
、
西
川

E
光
さ
ん
。
温
泉
に
ま
つ
わ
る
面
白
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。
「
富
山
県
が
生
ん

だ
名
横
綱
太
刀
山
が
、
幕
下
時
代
に
こ

こ
へ
湯
治

に
来
た
ん

で
す
。
そ
れ
以
来

め
っ
き
り
強
く
な
っ
て
、

あ
の
前
人
未

踏
の
六
十
一

連
勝
を
し
た
ん
で
す
よ
U

こ
の
林
道
温
泉
、
ど

ん
な
所
が
い
い
の

だ
ろ
う
か
。
「
温
泉
に
含
ま
れ
て
い
る
炭

酸
ガ
ス
が
血
管
を
刺
激
す
る

の
で
、

高
血
圧
の
方
な
ど

に
は

特
に

い
い
よ
う
で
す
日
温
泉
の
水
は
飲
む

こ
と
も
で

き
る
。

口
に
含
む
と
、
確
か
に
サ
イ
ダ
ー
の
よ
う
な
感
触
が
走
る
。

「
こ
こ
の
温
泉
は
、
し
ば
ら
く
休
館
し
て
た
ん
で
す
が
、
昨
年

新
装
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
富
山
の
方
で
も
知
ら

な
い
人
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
縄
ケ
池
の
水
芭
蕉
も
こ
れ
か

ら
が

い
い

季
節
で
す
か
ら、

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
日
正
直
な

話
、
記
者
も
取
材
す
る
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
。
ま
さ
し
く
「富

山
の
秘
湯
」。
一
度
っ
か

つ
て
み
る
価
値
あ
り
。

心
な
ご
む
山
里
の
自
然
の
中
で

湯
の
香
に
酔
い
し
れ
る林

道
温
泉

城
端
町
に
あ
る
林
道
温
泉
は
、
炭
酸
泉
と
い
う
、
全
国
で

も
数
少
な
い

珍
し
い
温
泉
で
あ
る
。
神
経
痛
や
リ
ウ
マ
チ
に

特
に
効
能
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
遠
く
は
大
阪
や
北

海
道
か
ら
も
湯
治
に
来
る
人

が
い
る
。
.

「
こ
こ
の
温
泉
は
今
か
ら
五

百
年
ほ
ど
前
に
、
蓮
如
上
人

が
見

つ
け
ら
れ
た
と
い
い
ま

す
か
ら、

歴
史
は
古
い

で
す

ね
。
そ
の
頃
は
昼
夜
間
断
な

h
F
 

加
賀
屋
代
表

西
川
正
光
さ
ん

V水車の里づくりをすすめる中嶋実さん、

中嶋庄信さん、 長谷川さん(左から)

の
家
の
前
に
も
、
獅
子
頭
が
踊
る
と
い
う
立
派
な
か
ら
く
り

水
車
が
あ
る
。
「
こ
の
辺
の
水
車
は
み
ん
な
、
私
と
か
長
谷
川

さ
ん
の
を
見
ら
れ
て
、
面
白
い
と
思
わ
れ
た
人
が
個
人
で
作

ら
れ
た
も
の
で
す
。
何
か
ち
ょ
っ
と
し
た
遊
び
心
が
、
こ
こ

ま
で
大
き
く
な
っ
た
っ
ち
ゅ
う
感
じ
で
す
ね
U

四
月
半
ば
に

は
、
全
部
で
十
台
の
か
ら
く
り
水
車
が
理
休
地
内
に
お
目
見

え
す
る
。

古
い
街
並
み
に
水
車
。

端
町
に
増
え
た
。

郷
愁
誘
う
名
所
が
、
ま
た
一
つ
城

城国
端豆
別 級
院の
耳軍;:~ 

宝 玉

空物
芸を
干士
法 軍
会に

(
七
月
二
十
二
日

i
二
十
八
日
)

か
つ
て
の
門
前
町
の
名
残
を
見
せ
る
静
か
な
た
た
ず
ま

い

の
中
に
、
う
っ
そ
う
と
茂
る
大
樹
に
包
ま
れ
た
善
徳
寺
が
あ

る
。
城
端
別
院
善
徳
寺
は
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
名
刺
で
、
蓮

如
上
人
が
文
明
三
年
(
一
四
七
一
年
)
に
開
基
し
た
と

い
わ

れ
て
い
る
。

チ，コ

主主
23上
官盆
くカミ
りま
がわ
踊吹
る

理
休
水
車
の
里

城
端
町
は

「富
山
県
の

小
京
都
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に、

昔
な
が
ら
の
古
い
街
並
み
を
残
し
て
い
る
。
五
箇
山
か
ら
の

....コキ リコやむぎやを踊る からくり人形

こ
の
善
徳
寺
で
毎
年
七
月
二
十
二
日
か
ら
一
週
間
、
「
虫
干

法
会
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
九
百
点

余
り
の
国
宝
級
の
寺
宝
や
古
文
書
な
ど
の
展
示
・
公
開
が
行

わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
に
善
徳
寺
名
物
、
さ
ば
ず
し
が
振
舞

わ
れ
る
。
善
徳
寺
の
会
計
事
務
局
長
で
あ
る
山
下
宗
八
さ
ん

に
話
を
聞
い
た
。
「
さ
ば
ず
し
は
、
法
会
の
一
か
月
ほ
ど
前
か

ら
仕
込
み
を
始
め
ま
す
。
薄
く
塩
し
た
さ
ば
と
ご
飯
を
交
互

に
樽
に
詰
め
て
、
一
か
月
く
ら
い
ね
か
せ
る
ん
で
す
。
う
ち

の
さ
ば
ず
し
は
ご
飯
だ
け
で
発
酵
さ

せ
て
い
る
か
ら
、
お
い

し
い
と
評
判
で
す
よ
U

毎
年
虫
干
法
会
の
期
間
中
に
は
三
万

叩

語

、明

....城端別院善徳寺 山門

人
ほ
ど
の
人
が
訪
れ
、
用
意
さ
れ
た
五

千
人
分
の
さ
ば
ず
し
は
す
ぐ
な
く
な
る

と
の
こ
と
。
ま
た
法
会
の
期
間
中
の
日

曜
日
に
は
、
町
内
外
の
力
自
慢
が
集
ま
つ

ば
ん

も
ち

て
盤
持
大
会
が
行
わ
れ
る
。
「
昔
は
百
五

十
キ
ロ

も
あ
る
米
俵
を
持
ち
上
げ
た
人

一

ヘ
二
月
一
日
現
在

J

一
人
口
一
一
、
一
一
二
人

一

i

一

城

端

町

の

概

要

一

/県
人
口
統
計
調
査
よ
り
」

J

一
面
積
六
回
・
九
九
W

善
徳
寺
の
門
前
町
と
し
て
ひ
ら
け
た
歴
史
の
あ
る
町
。
春
の
縄
ヶ
池
に

咲
き
誇
る
ミ
ズ

バ
シ

ョ
ウ
や
曳
山
祭
、
夏
の
む
ぎ
や
祭
な
ど
は
有
名
で
あ

る
が
、
最
近
は
町
の
随
所
に
か
ら
く
り
水
車
が
作
ら
れ
、
訪
れ
る
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

清
ら
か
な
水
を
集
め
た
池
川
と
山
田
川
に
は
さ
ま
れ
る
よ
う

に
位
置
す
る
街
並
み
の
は
ず
れ
に
、
そ
の
流
れ
を
利
用
し
て
、

か
ら
く
り
水
車
を
ま
わ
し
、
訪
れ
る
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま

せ
て

い
る
所
が
あ
る
。
城
端
町
理
休
は
、

今

砂水
車
の
里
。
と

し
て
整
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
城
端
町
観
光
協
会
理
事

で
あ
る
長
谷
川
和
夫
さ
ん
に
話
を
お
聞
き
し
た
。

「
昔
は
こ
の
あ
た
り

の
農
家

二
戸
に
一

台
、
水
車
が
あ
っ

た

も
の
で
す
よ
。
豊
富
な
水
流
で
ら
せ
ん
水
車
を
ま
わ
し
て、

脱
穀
な
ど
を
し
た
ん
で
す
よ
U

た
く
さ
ん
あ

っ
た
水
車
も
電

動
機
な
ど
の
普
及
に
よ
り
戦
後
に
は
姿
を
消
し
た
。
そ
ん
な

水
車
が
か
ら
く
り
水
車
と
し
て
よ
み
が
え

っ
た
の
で
あ
る
。

長
谷
川
さ
ん
の
自
宅
の
前
に
も
、
こ
き
り
こ
の
格
好
を
し
た

人
形
が
器
用
に

さ
さ
ら
を
鳴
ら
す
か

ら
く
り
水
車
が
あ
る
。

こ
う
し
た
か
ら
く
り
を
い
く
つ
も
作
っ
て
い
る
中
嶋
庄
信
さ

ん
は
、
「長
谷
川
さ
ん
が
岐
阜
の
方
で
買

っ
て
こ
ら
れ
た
水
車

を
庭
で
回
し
と
ら
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
見
て
面
白
い
お
も
て
。

た
だ
大
き
い
水
車
作
る
が
や
っ
た
ら
、
砺
波
と
か
庄
川
に
負

け
て
し
も
う
か
ら
、
そ
れ
や
っ
た
ら
見
た
目
に
も
面
白
い
か

ら
く
り
水
車
を
作

っ
て
み
よ
う
と
思
た
が
で
す
U

中
嶋
さ
ん

18 

も
お
り
ま
し
た
。
米
俵
は
持
ち
上
げ
る
の
に
コ
ツ
が
あ
る
み

た
い
で
、
去
年
は
重
量
挙
げ

の
選
手
が
挑
戦
し
ま
し
た
け
ど
、

な
ー
ん
挙
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
U

こ
の
他
に
も
期
間
中
に
は

太
鼓
の
曲
打
ち
ゃ
、
生
け
花
の
展
示
な
ど
も
行
わ
れ
る
。
「最

近
は
遠
く
か
ら
大
型
パ
ス
で
来
ら
れ
る
団
体
が
多
い
で
す
ね
。

去
会
の
期
間
中
に
合
わ
せ
て
町
の
方
で
も

い
ろ
ん
な
催
し
物

汗

を

し

と

ら

れ

ま

す

か

ら

、
県
内

日

戦

の

人

も

ど

ん

ど

ん

来

て

も

ら

い

吋

峨

た

い

で

す

ね

U

め
っ
た
に
見
れ

会
ず

大

ぶ

な

い

宝

物

を

見

る

も

よ

し

、
さ

持
俵

盤
を

ば

ず

し

を

食

べ

る

も

よ

し

。
お

企

寺
の
行
事
と
い

っ
て
も
、
楽
し

み
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
そ
う
だ
。

‘城端別院蕃徳寺・
山下宗八さん

19 



畠 山 地 区
(富山市、上新川郡、婦負郡にお住まいの方)

プてス コース 運行自 見学コース ソてス コース 運行お 見学コ}ス

ふれあい福祉
マーシ圏~庄川町水記念公園(挽物木地絵付け実習、 ウッドリ ム(木工実習)-県立大学(昼食)-太閤山

6/10 昼食)-特別養護老人ホ ム ・福美子園(ボランティア 5/13 6/3 ランド(.jET会場視察)-県庁~近代美術館

体験)

童昂健康

A 
アサ夕食品総業砺波工場~ダイジョウフ ズ附砺波 ウッドリーム(木工実習)-県立大学(昼食)-海王丸

10/7 工場~工レガガーデン(昼食)-北陸スパ一本部~衛 9/2 10/7 /てーク~県庁~近代美術館

生研究所

フクノー
県立大学~高岡テクノドーム(昼食)-デザイン展(高 5/20 6/10 情報工房・産業情報センター(やさしいパソコン教室)

10/26 岡文化ホ ル)-高岡万葉歴史館~工業技術センタ 日 7/15 9/9 ~衛生研究所・薬事研究所(昼食)-県庁~敬寿苑(特

一中央研究所 10/14 別養護老人ホーム)

街霊訪 大手市))~~モ)-庄と古}もlルl級町し(富山市遭(昼)-食jハ~日(庄了岸町j道l渡通阿(J高りl)l岡市)路ら~さ青金公島屋線園町((福井{高
5/22 6/12 布施川ダム~魚津埋没林博物館~黒部青少年の家

10/5 岡 公園) せせ 周波 C 7/8 9/4 (昼食)-薬用植物指導センター~立山ひょうたん
町 びの ¥ ・街
町 町水記念公園 10/22 (絵付実習)

キキ卜ト特産
滑川かまほと~食昂研究所~農業総合研修所(昼食・ 5/29 6/12 

福野職業能力開発センタ (県民技能教室)-庄川町

7/10 7/24 可研修究)所~食肉総合センター~海王丸パーク~近大水産 9/11 
水記念公園(昼食)・庄川美術館・庄川水資料館(昼食)

~棟方志功記念館「愛染苑J-光徳寺

D 
小矢部メルヘンの街~埴生八幡宮(山道徒歩2時間あ 福野職業能力開発センタ (県民技能教室)-庄川町

5/20 り)-ふるさと自然歩道~俣利伽羅不動寺(昼食)- 11/4 水記念公園(昼食)・圧川美術館・庄川水資料館(昼食)

工レガガーデン ~棟方志功記念館「愛染苑J-福野菊まつり

森
21世紀の森(山道徒歩|時間30分あり、昼食)-肉用 6/12 7/8 農業技術センタ 野菜花き試験場~いなみ木彫の里

キ本 10/14 牛センター(liの夢牧場) 9/4 9/11 (木彫体験、昼食)-城端曳山会館~善徳寺

10/16 10/30 
般 〕台 E 

(雨上記天の場合

農業技術センタ一野菜花き試験場~いなみ木彫の里 富山県育樹祭(城端町桜ヶj也、昼食)-城端曳山会館

(昼食)-城漏曳山会館~善徳寺 10/8 ~善徳寺

富山能楽堂~県立近代美術館~埋蔵文化財センター 富山惣菜センター~中越パルプ工業二塚工場(再生

7/8 (昼食)-高岡万葉歴史館~武田家~高岡文化ホール 6/3 紙の製造等)-高岡地場産業センター(昼食)富山食

文 ~瑞龍寺 閃総合センター

物

ヨシケイ造富)、山~昼(夕ポ食食ォ)ワ~材ン料コー・宅ドル配ゥド・)ア~ウラアィラセレ ス(レース
化 県立近代美術館~高速~百河豚美術館~朝日町立ふ

7/10 るさと美術館(昼食)-埋没林メモリアルパーク~筆 般 7/8 機等製器の品の展製 ンス(レース製晶・
の示 ン(スポツウエア

牛人美術館 製造
価

すくりの富山

広貫堂~薬用植物指導センター(昼食)-武内プレス アサダ食昂総業砺波工場(とうふ等の製造)-助野靴

6/2 ~富山化学~池田屋安兵衛商居~薬の富山シンボル 9/22 下~高岡テクノ ドーム(昼食)-ヒラキストア 大坪
モ二ュメント 居

事=き 7/29 8/19 肉用牛センター~森林科学館(木工実習、昼食)-ヴ
めぐり名水

弓の清水~瓜裂清水~庄川町水記念公園(昼食)・庄

8/26 
ォイスミュ ジアム 10/1 川町水資料館~宮島峡

ふれあし: 水のと
庄 小牧発電所~庄川町水記念公園 ・庄川町水資料館~

考をえる薯環鏡とし
富山市浜黒崎浄化センター~公害センター~いこい

親 8/4 庄川雄神橋付近(水生生物調査、・昼食)-高岡市中田 10/1 の村富山(昼食)-自然博物園センターねいの里~富
JII 団地下水処理場 山地区広域圏クリーンセンター

フア健康

~富行務8村健山4保康(5オ健増出り発進所エセ(施ンン設テタ慨ー妻リ(健、ン業ク務説ゴ明ンチ)ド~ラェ立ッソ山フク山)ト麓家昼族食旅) 

高岡銅器製造見学(KK鍋谷鋳造所)-工レガガーデン

子
リ

8/6 国 5/16 (昼食)-福光焼福光陶園(総付実習)-庄川町水記念

康 ・体力 際 公園・庄川美術館・庄川町水資料館

ふれあL ¥ 福祉
視覚障害福祉センター~ウッドリーム(木工実習)- 交 富山市民俗民芸村~立山山麓家族旅行村(r花きり」

8/5 古城公園(昼食)-特別養護老人ホーム・鳳鳴苑(ホラ ，:J1lE b 10/17 昼食)-立山ひょうたん(絵付実習)-立山博物館

ンティア体験)

見卒学1コ)ス

情報工房・産業情報センター(やさしいパソコン教室)

~県立大学(昼食)-太閤山ランド(cJET会場視察)

~県庁~能楽堂

高 岡 地 区
(高岡市、新湊市、氷見市、射水郡、福岡町にお住まいの方)

見学 コ、ース 1パス!コースj運行日

(高速)-嘉例沢森林公園(山道徒歩2時間30分あり、

昼食)-(高速)

若草行日パスiコース

5/27 6/17 

情報工房・産業情報センター(やさしいパソコン教室)

~県立大学(昼食)-海王丸パーク~県庁~能楽堂

A 

5/27 

(高速)-鹿島神社~あさひ国民休養地(山道徒歩l時
間30分あり、昼食)-朝日町笹川地内~百河豚美術館

-(高速〉

森

7/22 9/30 
10/21 10/28 林

浴
二上浄化センター~総合体育センター(ミ二スポツ

セミナ一、昼食)-消費生活センター~県庁-NHK5/27 6/3 
9/2 10/28 

(上記 )lNHK~消費生活センタ ~呉羽ハイツ(昼食)-二
雨天の場合 上浄化センター B 

林業普及センタ (緑の体験)-ふれあいセンターあ

しくら(昼食)-立山博物館~交通安全情物館

6/127/89/4 
9/11 10/16 
10/30 

埋蔵文化財センター~近代美術館~魚津水族館(昼

食)-不動堂遺跡 ・百河豚美術館-(高速) C 7/15 
文

般

百河豚美術館~舟見寿楽苑(昼食)-黒部職業能力開

発センター(県民技能教室)-魚津埋没林博物館
6/5 7/3 
9/18 

重牛人美術館~近代美術館~立山博物館 ・ふれあい

センター(昼食)

レ
U

，aq
s
 

D 7/16 

砺波学園~利賀そばの郷・そばの館(そぱ打ち体験、

昼食)-郷土玩具美術館
6/19 7/3 
8/4 9/28 
10/23 

ウッドリーム(木工実習)-魚津水族館(昼食)-吉田

科学館(ブラネタリュウム)
円
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日本海酒販富山支居(チックタックク]レーブ配送セン

ター)-かね七(かつおぶし等の製造)-東福寺野自

然公園(昼食)-富山第一ドライクリー二ング

※8:3日新湊市役所前出発-8:凹小杉町役場前出発
(読売会舘では乗車できません。)

音沢発電所~黒部川音沢橋付近(水生生物調査、昼食)
~宇奈月浄化センター~杉沢

6/24 

新川青果地方卸売市場(懇談)-石川製麺~黒部青少

年の家(昼食)-吉田工業黒部工場

物
富山市流杉浄水場~常願寺川高速道路付近(水生生

物調査)-常願寺川公園(昼食)-マリモ(立山町広明

宅)-富山市浜黒崎浄化センター

20 

9/2 

，，，，， 
門
司
J
V

特
産

キ
ト
キ
ト

山村特産指導所(紙すき)-農業総合研修所(昼食、研

修)-立山ひょうたん(絵付教室)-北陸電力呉羽試
験農場

富山県総合情報センター~臓業能力開発カレッジ(昼

食)-とやまテクノフェア(テクノホール)-富山県観

光物産センター~内山邸

21 

広貫堂~源~富山地区広域圏常願寺ハイツ(昼食)-

富山地区広域圏クリーンセンター

(高速)-杉沢~黒部コミュニティセンター(昼食)-

生地の共同洗い場~穴の谷の霊水

高岡市廃棄物処理工場~二上浄化センター~いこい

の村富山(昼食)-自然博物園センターねいの里~公

害センター

特別養護老人ホーム・新JIIヴィ ラ(ボランティア体

験)-魚津水族館(昼食)-富山県総合リハビリテーシ

ヨンセンター(病院、授産、更生ホーム等)

藤本食品工業~木下食品~富山保健所(昼食)-源~

食品研究所
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め名

8水110/

5/26 

10/2 

価

食
品
健
康
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ク
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般

※8:45出発
高岡保健所(施設概要 ・業務説明)-立山山麓家族旅
行村(オリ工ンテーリング・ゴンドラソフト、昼食)-
健康増進センター(健康 ・体力チェック)

....;毎王丸

‘魚津地区、砺波地区は次のページをご覧ください。
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参
加
人
数

・
コ
l
ス
及
び
運
行
日

第
l
希
望

第
2
希
望

く団

住

所(氏

名
)

口

殿

く個人・グループ〉

殿

(
人
数
)

-
再

入

タ

ロ

・
住

所

-
T
A
F
u
vL
 

-
コ
|
ス
及
ぴ
運
行
H

第
l
希
望

第
2
希
望

住

所(氏
口

名

-申し込み期間(消印有効)

5月運行分

6月運行分

5月22日""'6月6日

6月15日""'6月26日(夏休み期間に運行)

6月22日""'7月6日

7月24日""'8月6日

8月24日""'9月7日

4月1日""'4月13日

4月24日""'5月7日

7月運行分

親子パス運行分

8月運行分

9月運行分

10・11月運行分

-申 し込み・お問い合わせ
p地区 申し込み先 所在地・郵便番号・電話番号 i 

富山 企画県民部広報課
富山市新総曲輪ト7富山県庁内

干930 宮 (0764)31-3131

品開 高岡地方県民相談室
品岡市赤祖父211j笥岡総合斤舎内

干933 ft(0766)21-9411 

魚津 魚津地方県民相談室
魚津市新宿10-7魚津総合庁舎内

干937 ft(0765)24-5311 

砺波 砺波地方県民相談室 砺ー波市幸町1-7砺波総合庁舎内
γ939-13 宮 (0763)33-5151

魚津地区
(魚津市、黒部市、滑川市、下新川郡、中新川郡にお住まいの方)

克学コース Eパスjコースi運行田

( )情報工房産業情報センター附しいパソコン教室)
6/3 ム 1=呉羽ハイツ(思食)-富山市民俗民芸村~内山邸
雨天の場口 一

見学コース

ウッドリ ム(木工実習)-テクノドーム(昼食)-太

閤山ランド (CJET会場視察)-県庁~内山邸

運行自パスiコース見学コ ~h ス

太閤山ランド(cJET会場視察)-富山職業能力開発

センタ (県民技能教室、昼食)-交通安全博物館~
県庁

砺 波地区
(砺波市、小矢部市、東砺波郡、福光町にお住まいの方)

見学 コース iパス|コース| 運行日

水道つつじ公園(つつじ)-富山市フラワーセンター

(草花 ・花木、昼食)-おおさわの寺家公園(つつじ)

運 行自坐止さ1

め花

8215/15 
所

森
林
浴

5/20 

A 

5/20 

A 
ウッドリーム(木工実習)-テクノドーム(昼食)-海

王丸パーク~県庁~内山邸
7/15 9/9 
10/14 

砺波チューリップ公園(カンナ)-工レガガーデン(草

花 ・花木、昼食)-となみ夢の平(コスモス)「「
d

J
J
'
 

n
U
 

花
の
名
所

め
ぐ
り

j毎王丸パーク~富山職業能力開発センター(県民技

能教室、昼食)-交通安全惇物館~県庁
(高速)-近代美術館~浮田家~立山博物館 ・ふれあ

いセンター(昼食)-岩的雄山神社-(高速)

情報工房・産業情報センター(やさしいパソコン教室)

~呉羽ハイツ(昼食)-富山市民俗民芸村~県庁~消

費生活センター

9/9 10/14 7/22 
文

レ
υ

，a1
1
 

般

5/13 9/2 
10/7 

B 
(高速)-脇谷のトチの木(車窓)-合掌文化村~利賀

そばの郷(昼食)-井波彫亥出云統産業会館~瑞泉寺(ま

ちなみ)-(高速〉

ウッドリーム(木工実習)-埋蔵文化財センター ・公

文書館(昼食)-科学文化センター(ブラネタリュウム)

~県庁

5/27 6/17 
7/22 9/30 

(高速)-朝日町立ふるさと美術館~不動堂遺跡

~魚津埋没林博物館(昼食)-近代美術館 7/9 
文

般日7/23 

大門陶房「匠の塁J(陶芸実習)-二上青少年の家(昼

食)-高岡万葉歴史館~鳳鳴苑6/5 9/18 
立山博物館 ・ふれあいセンタ (昼食)-県立近代美

術館~筆牛人美術館

化肉用牛センタ ~猪谷関所館(昼食)-八尾曳山展示

館(民謡踊り体験)-桂樹舎

総合体育センター~立山山麓家族旅行村(r花きりJ

昼食)-ゴンドラソフト~林業普及センター(林業試
験場)
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7/9 6/10 10/2 C 

事見
大門陶房「匠の里J(間芸実習)-二上青少年の家(昼

食)-高岡万葉歴史館~こども未来館
情報工房・産業情報センター(やさしいパソコン教室)

~海王丸パーク(昼食)-高岡万葉歴史館
守
，
，

f
J
r
 

nδ
 

n
u
n
ヨ

コJ
唱
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守

f
e
円

H
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い
き
い
き

親
子

総合体育センタ (ミ二スポーツセミナー)-魚津水

族館(昼食)-特別天然記念物埋没林博物館~農業技

術センター(粟樹試験場)

小牧発電所~庄川町水記念公園水資料館~庄川雄神

橋付近(水生生物語査 ・昼食)-和田川浄水場~高岡

市中田団地下水処理場

ふ水 Ir十

れとl'エ
あの|ぃ 1)11 

11/5 6/5 10/16 D 7/23 

子
庄川町水記念公園(挽物木地絵付)・庄川美術館・庄)11

町水資料館~砺波青少年の家(昼食)-工レガガーデ

ン~ボォワン・ドゥ ・アランス

D 6/17 9/30 

E
 

富山市中央卸売市場(懇談)-オタケホーム小杉工場

(住宅建設資材の製造)-海王丸パーク(昼食)-三協

アルミニウム工業新湊工場
7/2 

音沢発電所~黒部川音沢橋付近(水生生物調査、昼

食)-宇奈月浄化センター~杉沢

※9:00滑川市出発(魚津総合庁舎からは乗車できません。)
富山市流杉浄水場~常願寺川高速道路付近(水生生
物調査)-常願寺公園(昼食)-マリモ(立山町広明
宅)-滑川市浄化センター

※8:3D出発
富山保健所(施設概要、業務説明)-立山山麓家族旅
行村(オリ工ンテ リング・ゴンドラリフト、昼食)-
健康増進センター(健康・体力チェック)

立山博物館~立山山麓家族旅行村(r花きり」昼食)-

視覚障害者福祉センター
5/22 9/18 
11/6 

※8:30出発
高岡保健所(施設概要 ・業務説明)-立山山麓家族旅
行村(オリ工ンテーリング・ゴンドラリフト、昼食)-
健康増進センター(健康 ・体力チェック)

フ健

5康18/4

村上家こきりこ唄の館~ささら館(昼食)-楽雪住宅

~マーシ園
6/12 8/26 
10/23 

戸」

富山富士通(ソフトウェアの製造)-北陸電力呉羽試
験農場(野菜工場 ・多段式野菜工場)-内山邸(昼食)
~八ヶ山園芸生産出荷組合(軟弱野菜等の育苗 ・出
荷)

フ健

子|刀

6/10 

源~不二越(ロボット等の工作機械の製造)-金岡邸

(昼食)-森永北陸乳業富山工場(牛乳・アイスクリー

ムの製造)

10/7 

ショッピングシティ「アピアJ-消費生活センター~

肉用牛センター(昼食)-国際電気富山工場(ソフト

ウェアの製造)

高岡市廃棄物処理工場~二上浄化センター~いこい

の村富山(昼食)-自然博物園センタ ねいの里~公

害センター

10/14 

を暮
考し

般 |えと 110/15
るi景

焼

物

価

物

価

富山市浜黒崎浄化センター~公害センター~いこい

の村富山(昼食)-自然博物園センタ ねいの里~富

山地区広域圏クリーンセンタ 南分場

特別養護老人ホーム・和合ハイツ(ボランティア体験)

~呉羽ハイツ(昼食)-大門陶房「匠の里J-視賞障害

者福祉センター
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い

衛生研究所~北陸スパ 本部~海王丸パーク(昼食)

~富山食肉総合センター~石川製麺

食
品
健
康

10/8 

(高速)-井波木彫りの里一エレガガ デン(昼食)-

工業技術センター中央研究所~県立大学
テ
ク
ノ

5/13 

キ特

主産110/16 
卜

(高速)-安居寺(山道徒歩 l時間3日分あり、昼食)-

県民公園頼成の森-(高速)
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近大水産研究所~海王丸パーク~エレガガデン(昼

食)-戸出鶏卵流通センター~稲葉山牧場
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u
 

司
/
』

J
f
f
 

no 

福
祉

ふ
れ
あ
い

ゥ
，
，

「
ベ
u

司

/
』

司

/
』

，f
f

/

/

 

7

1

7

/
 

黒

部

川

常

願

寺

川

水
と
の
ふ
れ
あ
い

親

子

‘立山山麓ゴンドラスキー場

Vエレガガーデン
立山博物館~薬用植物指導センター(昼食)-流杉老

人ホ ム(ボランティア体験)

食
品
健
康

般

桜井八ム~木下食昂~魚津水族館(昼食)-トンボ飲

料~食昂研究所5/28 

食肉総合センター~呉羽梨選果場~農業総合研究所

(昼食 ・研修)-源~山村特産指導所(紙すき)司

/
』

，，，，， n
6
 

特
産

キ
ト
キ
ト

八尾中核工業団地~八尾曳山展示館一源(昼食)-と

やまトレードフェア(テクノホーJレ)-富山県観光物

産センター~富山県総合情報センター

テ
ク
ノ

6/25 

(高速)-有峰記念館~有峰ふるさと自然公園(山道

徒歩3時間あり、昼食)-有峰ビジターセンター~大

山町歴史民俗資料館-(高速〉
10/21 

( 能楽堂~猪谷関所舘(昼食)-八尾曳山展示館(見学
上記 ム )1のみ)-桂樹舎
雨天の場ロ
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働
富
山
県
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
が
発
足

暴
力
団
の
根
絶
を
め
ざ
し
て
、

4
月
1
日
か
ら
県
民
一
体
と
な
っ
た
暴
力
追
放
運
動
の

母
体
と
な
る
働
富
山
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
か

活
動
を
開
始
し
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、

・
暴
力
団
員
の
不
当
な
行
為
に
関
す
る
困
り
ご
と
相
談

-
少
年
に
対
す
る
暴
力
団
の
影
響
を
排
除
す
る
た
め
の
活
動

・
暴
力
団
か
ら
の
離
脱
希
望
者
に
対
す
る
援
助
活
動

-
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
被
害
者
に
対
す
る
民
事
訴
訟

の
支
援

等
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
積
極
的
な
利
用
と
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

働
富
山
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

事
務
局
干
卿
富
山
市
新
桜
町
五
番
二
一
号

(
富
山
警
察
署
の
東
隣
り
)

8
0七
六
四
t

三
一
l

八
九
三

O

ミ

ン

ナ

で

ヤ

ク

ザ

ナ

シ

相
談
専
用
電
話

春の山岳遭難を防ごう春の水難防止につし〈

t) 

の

や

春
山
は
、
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
吹
雪
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

春
山
の
遭
難
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

①
雪
渓、

雪
稜
で
の
滑
落
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

②
天
候
の
急
変
に
注
意
し
、
天
候

悪
化
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、

行
動
を
中
止
す
る
か
、
引
き
返

し
ま
し
ょ
う
。

③
山
菜
採
り
の
方
々
は
、

道
に
迷

わ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ

λ
ノ白

幽
唱
し
に
暖
か
く
な
り
、
雪
解
け
水
に
よ
り
各
河

川
、
用
水
等
は
場
水
し
て
い
ま
す
。
例
年
、
春
先
に

は
水
の
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の

点
に
注
意
し
て
水
の
事
故
を
紡
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
用
水
付
近
を
通
行
す
る
と
き
は
、

転
落
し
な

い
よ
う
に
十
分
注
意

し歩品
、し
ょ、っ。

②
用
水
や
池
等
の
水
辺
で
は
、
保

護
者
等
の
自
の
と
ど
か
な
い
場

所
で
幼
児
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

案
ず
る
よ
り

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

法
律
扶
助
と
は
、

民
事
事
件
の
調
停
、
訴
訟
に
要
す
る

裁
判
費
用
・
弁
護
士
手
数
料
な
ど
の
負
担
が

経
済
的
に
困
難
な
方
々
に
、

訴
訟
援
助
(
費
用
の
立
替
・
弁
護
士
紹
介
)
を

行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

法

律

扶

助

制

度

の

ご

案

内

法
律
扶
助
協
会
で
は
「
法
律
相
談」

や
「
裁
判
費
用
の

立
替
え
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、

お
近
く
の
法
律
扶
助
協
会
に
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
の

上、

ご
相
談
に
お
で
か
け
下
さ
い。

問
合
せ

働
法
律
扶
助
協
会
富
山
県
支
部

干
卿
富
山
市
西
田
地
方
町
2
の
7
の
5

8
0
7
6
4
・引・

4
8
1
1

員
替
の
金
国
愛
遺
安
全
運
動

「
安
全
は
、
ゆ
す
る
や
さ
し
さ
ま
つ
ゆ
と
り
い
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に、

4
月
6
日
(
月
)
か
ら
日
日
(
水
)
ま
で
の
問
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
か
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
新
入
学
(
圏
)
児
の
不
慣
れ
な
通
学
(
圏
)
や

春
祭
り
、
花
見
の
解
放
感
な
ど
か
ら
交
通
事
故
多
発
の
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
そ
し
て
あ
わ
な
い
よ

う
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
事
故
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、

家
庭
・
地
域
・
職
場
ぐ
る
み
の
安
通
安
全
活
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

-
重
点

O
若
年
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
防
止

O
シ
l
ト
ベ
ル
卜
の
着
用
の
徹
底

O
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
防
止

O
違
法
駐
車
の
締
め
出
し

-
特
別
デ
|

O
シ
l
ト
ベ

ル
ト
着
用
徹
底
の
日

4
月

6
日

O
飲
酒

・
暴
走
運
転
追
放
の
日

4
月
旧
日

O
違
法
駐
車
締
め
出
し
の
日

4
月
旧
日

ま
た
、
増
加
す
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
年
間
を
通
じ
た
「
交
通
安
全

。
こ

と
ぶ
き
。
県
民
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

家
庭
・
地
域
・
職
場
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
高
齢
者
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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中
小
企
業
襲
撃
制
度
の
ご
案
内

例
富
山
県
中
小
企
業
振
興
協
会
で
は
、

県
内
中
小
企
業
の
近
代
化
を
促
進
す
る
た

め
に
、
機
械
設
備
を
長
期
、
低
利
で
貸
与

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
協
会
が
中
小
企
業

の
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
機
械
設
備
を
購
入

し
、
割
賦
又
は
リ
ー
ス
す
る
も
の
で
す
。

-
申
込
受
付

平
成

4
年

4
月
以
降
随
時

・
問
合
せ

問
富
山
県
中
小
企
業
振
興
協
会

合

0
7
6
4
・
立

・
6
9
2
2

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
の
申
し
込
み
の
ご
案
内

中
小
企
業
者
の
設
備
の
近
代
化
を
促
進

す
る
た
め
に
、
必
要
な
資
金
の
一
部
を
長

期
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
。

-
貸
付
限
度
額

五
十
万
円
以
上
三
予
万
円
以
下
で
、
対

象
設
備
額
の

1
/
2
以
内

-
貸
付
利
率

無
利
子

・
申
込
受
付

4
月
お
日

i
5
月

8
日

・
問
合
せ

県
庁
中
小
企
業
課

8
0
7
6
4
・
引
・

4
1
1
1
(
内
線

3
6
3
4
)
ま
た
は
、
市
町
村
役
場
、

商
工
会
議
所
、
商
工
会

県
立
近
代
美
術
館
企
画
展

郷
倉
千
靭
和
子
展
開
催

父

・
娘

の
二
代
に
わ
た
り
院
展
の
主
力
作
家

と
し
て
、
我
が
国
日
本
画
界
に
貢
献
し
た
、

富

山
県
出
身
の
日
本
画
家
故
郷
倉
千
靭
と
そ
の
娘

和
子

の
画
・業
を
、
各
時
代
の
代
表
作
品
と
と
も

に
時
代
を
追
っ

て
回
顧
し
ま
す
。

-
日
時

4
年

4
月
旧
日
出

1
5
月
行
日
間

.
料
金

川
内
は
加
人
以
上
の
団
体
料
金

一
般
印
刷

高
大
生
抑
制

小

中

生

加

川

宮

0
7
6
4
・
幻

・
7
1
1
1

8
5固
飽
鹿
沼
山
鉛
窃
《
包
ゐ
mwAω
巴
m
v
m
v
v

・
や
ま
な
し
大
会
参
加
者
募
集

富
山
県
い
き
い
き
長
寿
財
団
で
は
、
第

5
回
全
国
健
康
福
祉
祭
(
ね
ん
り
ん
ピ

ッ

ク
)
や
ま
な
し
大
会
へ
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い

。

会

期

平

成

4
年
叩
月
引
日
l
什
月

3
日

山
梨
県
(
甲
府
市
ほ
か
)

印
歳
以
上

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
軟
式
庭
球
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル

フ
、
マ
ラ
ソ
ン
、
剣
道
、
弓
道
等

旅
費
、
宿
泊
費
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
1
/
2
を
補
助

種資場
目格所

費
用富山県教育問題懇談会全体会議

第2回花と緑の冬のフェスティパル(-17日)

新社会人講座「働きはじめる女性のために」

第3回伝統医学セミナー

環日本海地域国際交流シンポジウム

2月14日
2月15日

2月19日
2月20日

締

切

平

成

4
年

4
月
加
日
ま
で

問
合
せ
先

制
富
山
県
い
き
い
き
長
寿
財
団
事
務
局

干

m富
山
市
舟
橋
南
町

5
ー
は

宮

0
7
6
4
・
辺
・

6
0
1
0

北陸科学技術振興会議

tN
 

，
忽

we
ι
λ
 

ι
L
T
-

w
f
 

J'
 

利

て

h
}
師

さ
陥

‘
、ea
カ
則

"す
ι
引

“.
、学の日

-a 

し
削

ら
間

口
Y
￥・

um
--J'・

2月21日

予算案発表

第2回ゆとり推進富山県民会議

富山県農山漁村婦人の日推進大会
労
働
保
険
の
平
成

3
年
度
確
定
保
険
料
と
平

成

4
年
度
概
算
保
険
料
は
、

4
月

1
日
か
ら

5

月
旧
日
ま
で
に
申
告
・
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
の
で
出
来
る
だ
け
早
期
に
手
続
き
を
済
ま

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
御
協
力
下
さ
い
。

な
お
、
手
続
き
等
で
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
富
山
県
雇
用
保
険
課
、
富

山
労
働
基
準
局
、
各
労
働
基
準
監
督
署
へ
ご
相

談
下
さ
い

。

富
山
県
商
工
労
働
部

雇
用
保
険
課
包
0
7
6
4
・
判

-
4
5
5
5

富
山
労
働
基
準
局告

0
7
6
4
・
2
・
2
7
2
7

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
保
険
料
申
告
書
に
保

険
料
を
添
え
て
最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
又

は
富
山
県
雇
用
保
険
課
、
富
山
労
働
基
準
局
、

各
労
働
基
準
監
督
署
で
申
告
・
納
付
し
て
下
さ

'
L
 

期
日
が
迫
り
ま
す
と
大
変
窓
口
が
混
み
あ
い

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
(
総
理
府
所
管
の
認
可
法
人
)
で
は
、
い
わ
ゆ

る
思
給
欠
格
者
の
方
で
、
外
地
等
に
勤
務
し
た
経
験
を
有
し
、
加
算
年
を
含

め
た
在
職
年
が

3
年
以
上
で
、
請
求
時
に
お
い
て
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
に

は
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
、
さ
ら
に
刊
歳
以
上
の
方
に
は
高
齢
者
の
順

に
併
せ
て
銀
杯
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

(
注
)
次
の
方
は
、
こ
の
事
業
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
年
金
た
る
恩
給
ま
た
は
旧
軍
人
軍
属
と
し
て
の
在
職
に
関
連
す
る
年
金
た

ベ

給
付
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
方
。

-
恩
給
欠
格
者
の
ご
遺
族
お
よ
び
戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
に

、
強
制
抑
留
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
。

ム
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
上
の
軍
属
(
雇
員
、
傭
人
、
工
員
等
)
お
よ

び
準
軍
属
の
方
。

-
請
求
書
類
の
送
付
先
・
問
合
せ
先
I
l
l
i
-
-
I
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-

干
川
東
京
都
文
京
区
大
塚

5

3

日

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
業
務
第

1
課

2
0
3
・
3
9
4
5
・
4
7
0
4

な
お
、
請
求
書
類
は
都
道
府
県
・
市
区
町
村
な
ど
の
窓
口
に
も
置
い
て

あ
り
ま
す
。

恩箇~留宮@白鴎ヘ
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言貨街頭献血日程
日 曜 t暴 所 時 間

2 土 高岡市ジャスコ高岡庖前 10 : 00 -1 5 : 30 

ら 火 大山町大川寺遊園地 1 0 : 00 -1 5 : 30 

7 木 滑川市役所前 l3 : 00 -15 : 30 

11 月 大山町役場前 9:30-12:00 

15 金 小矢部市役所前 10 : 00 -1 5 : 30 

16 土 富山西武デ‘パー卜前 1 0 : 00 -1 6 : 00 

17 日 富山西武デ、パー卜前 1 0 : 00 -16 : 00 

20 水 福岡町役場前 9:30-12:00 

11 1/ J R福岡駅前 l3 : 00 -15 : 30 

21 木 入善町商工会館前 9:30-16:00 

25 月 平村診療所前他 9:30-15:30 

28 木 婦中町役場前 10 : 00 -15 : 30 

30 土 J R富山駅前 10 : 00 -16 : 00 

1/ 11 J R高岡駅前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

31 日 J R富山駅前 10 : 00 -1 6 : 00 

11 11 J R高岡駅前 10: 00-15: 30 

。富山県赤十字血液センタ ーでは、毎土曜日の午後も開所し

(祝祭日除)、献血を受付けています。

27 

富山県農業信用基金協会創立30周年記念式典

富山県青少年保護育成条例に基づく県下一斉

立入調査

世代にみる富山の作家たち展 <30代以下〉

( -24日)

2月24日

2月26日
2 ~28 日
2月29日

3月2日

3月4日

3月68
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撮
影
/
池
端
滋

p
m
一
エ
キ
ス
ポ
コ
ー
ナ
ー
④

p
m
一
ふ
る
さ
と
み
て
あ
る
記
/
城
端
町

p
m
一
県
政
パ
ス
教
室

P
M
一
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
表
紙
撮
影
/
滝
川
邦
彦

富
山
駅
前
の
再
開
発
ビ
ル
「
C
i
C
」
五
階

に
、
三
月
十
九
日
と
や
ま
観
光
特
産
セ
ン
タ
ー

「
い
き
い
き
K
A
N
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ワ
イ
ド
フ
ロ
ア
ー
は
ま

さ
に
小
さ
な
富

山
で
す
。
富
山

の
魅
力
が
す
べ

て
わ
か
る
富
山

体
感
ゾ
ー
ン
い

き
い
き

K

A
N

に
あ
な
た
も
ぜ

ひ
一
度
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

g~手~~M~扇面岨lfiIF.・
富山県交通事m相談所東別館1階

宮 (0764)31-41竹内4400

-・I~;隠遁・E・r :.司・・
覚

談

山
J

-
相
一
札口

法

な

化
、|

商
ん

川町
川

質

ど

。

ヮ
〈

悪

、
す
-一
E

.
ど
ま

ヨ
A

題
な
じ

ω

問

剤

応

市

庭
い
も

ω

家
せ
に

包

エ
ッ
セ
イ
/
山
下
隆
司

ひ
と
/
真
草
嶺
則
義

特
集
/
平
成
四
年
度
予
算

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

①
新
社
会
人
講
座
「
働
き
は
じ
め
る
女

性
の
た
め
に

②
花
と
緑
の
冬
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

県
庁
探
訪
/
下
水
道
課

-哩IJ~~哩E・E・r~~.
高齢者や家族の心配ごと、

悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター

富山市舟橋南町5-14
社会福祉会館内

宮 (0764)41-4 1 10 

-l'iL亘書己司周回町4・
消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

宮 (0764)32-9233
(金融相談は〉

宮 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766).25-2777

-・・・・・且弓._;!II極圏恒E唖IINIF.__  _ 

魚津地方県民相談室

-・・・・E訟量lli彊箇置国邑園回盟・・・・・・

富山市新総由輪卜7(県庁内)

宮 (0764)31-411附)

31-3131 (県民相談電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮 (0766)21-9411附)

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24-531l(1"tl
砺波市幸町ト7(総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151附)

室

高岡地方県民相談室

z炎相民県

砺波地方県民相談室

物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話ください。

宮 (0120)16-7400 (県庁県民生活諜内)

県わらのホヴトニ三一ス見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

四二Q~~既耐旦悶叩 副首厩i目 l 型・=
・チューリ ップテレビ 毎週土曜日AM9:30--9:45 I ・FMとやま |・北日本、富山、読売、北陸中日、

「志の輔のふるさとトーク」 | 「ふれあいホットラインJ I 朝日、毎日
・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00--9:30 I Ël m~#h+'\'::"; ，，: k '+~;;;D~h 
r112万人のひろばークイズ/フォー力ス・インJ I 県内各地からホットな話題をク | 毎月第己、最終土曜日

北日本放送 毎週日曜日;~l" l :--O~~ 1 ~~;~ I -- J I リアなサウンドでおとどけしま r県からのお知らせJ

|す。
「こんにちは富山県ですJ

| 毎週月~金曜日
4/5 エキスポ開幕3ヶ月前 ! 

4/12 いきいきKAN誕生

4ハ9 とやまの道

4/26 富山の魅力ますますアップ

北
国
の
全
容
は
毛
い

A 、
寸

一
一
一
月
中
旬
。

魚
津
で
は
ホ
タ
ル
イ
カ
の
身
投
げ
が
始
ま
り
、

子
付
け
ダ
イ
の
走
り
が
あ
が
っ
て
い
る
。

と
も
に
、
本
番
は
四

・
五
月
の
さ
か
な
で
あ
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
京
都
会
議
が
閉
幕
し
た
。

「
西
太
平
洋
で
は
、
八
才
以
上
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
最
近
二

十
年
間
で
約
十
介
の

一
に
激
減
し
て
い
る
U

「
現
況
は
そ

う
じ
ゃ
な
い
。
十
年
前
か
ら
漁
獲
を
規
制
し
、
そ
の
効
果

が
で
て
い
る
。
五
才
魚
以
下
で
は
増
加
の
兆
し
が
あ
る
U

な
ど
様
々
な
意
見
が
け
ん
け
ん
ご
、
つ
ご
う
と
マ
ス

コ
ミ
を

に
ぎ
わ
し
た
。

し
か
し
、
表
舞
台
で
の
科
学
的
議
論
が
な
さ
れ
ぬ
ま
ま

に、

グ削
減
努
力
を
続
け
る
。
こ
と
で
、
妥
協

・
政
治
決
着

し
て
、
問
題
は
先
送
り
さ
れ
た
。

か
わ

っ
て
今
、
世
間
の
眼
は

かジ

ヨ
|
ズ
の
恐
怖
。
に

向
い
て
い
る
。

松
山
沖
で
貝
採
り
中
の
漁
師
さ
ん
が
サ
メ
に
襲
わ
れ
、

行
方
不
明
に
な
っ
た
事
件
で
あ
る
。

着
て
い
た
潜
水
服
や
ブ

l
ツ
が
、
ず
た
ず
た
に
な
っ
て

見
つ
か

っ
た
。

そ
の
後
、
瀬
戸
内
海
全
域
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
、
サ
メ
を

見
た
と
い
う
情
報
が
連
日
相
次
い
で
い

る
と
い
う
。
出
漁

を
み
あ
わ
せ
、
巡
視
船
が
出
動
し
、
諸
工
事
が
中
断
さ
れ

た
。
牛
・
豚
の
内
臓
を
海
中
に
垂
ら
し
て
餌
付
け
し
て
サ

メ
を
お
び
き
寄
せ
よ
う
と
し
、
沖
縄
か
ら
ク
エ

用
の
大
釣

針
を
取
り
寄
せ
る
な
ど
、
サ
メ
捕
獲
作
戦
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。

が
、
三
月
十
八
日
現
在
、
お
手
上
げ
の
状
態
で
あ
る
。

こ
の
サ
メ
騒
動
、
ど
う
決
着
す
る
だ
ろ
う
か
?

氷
見
で

昔
む
か
し
大
昔
(
デ
ヴ
オ
ン
紀
の
渇
水
期
)
、
多
く
の
魚

は
渇
水
に
耐
え
、
原
始
肺
を
鰐
以
し
、
骨
を
硬
骨
に
す
る

な
ど

〈
『
分
化
〉
適
応
し
た
の
に
、
い
ち
早
く
川
を
見
は
な

し
て
安
定
し
た
海
に
移
住
し
た
魚
、
そ
れ
が
サ
メ
で
あ
る
。

サ
メ
は
今
で
も
軟
骨
の
ま
ま
で
あ
り
、
鯨
も
駅
艇
も
な

い
。
〈
分
化
よ
り
強
化
〉
の
孤
立
の
コ
l

ス
を
た
ど
っ
て
き

た
。
だ
か
ら
、
生
物
学
上
最
も
原
始
的
な
魚
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
体
は
巨
大
で
ス

ト
ロ

ン
グ

・
ス
マ
ー
ト
で
ス

ピ
ー
ド
が
あ
り
、

し
っ
か
り
雌
を
抱
い
て
性
交
す
る
。
そ

の
嘆
覚
は
敏
感
で
、
五
百
メ
ー
ト
ル
位
は
感
知
す
る
と
い

、「J

。

一
方、

日
本
近
海
の
サ
メ
は
約
八
十
種
、
世
界
に
は
二
百
八
十

種
も
い
て
、
そ
の
う
ち
人
喰
鮫
は
十
数
種
。

そ
の
横
綱
が
、
ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ
。

次
い
で
ア
オ
ザ
メ
・

ヨ
シ
キ
リ
ザ
メ
・

シ
ユ
モ
ク
ザ
メ

が
三
役
格
:
:
:
い
ま
話
題
の
鮫
は
、
最
も
凶
暴
な
ホ
ホ
ジ

ロ
ザ
メ
ら
し
い
。

映
画
「
ジ
ヨ

i
ズ
」
の
主
人
公
で
あ
る
。

ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ
は
、
外
洋
性
・
南
方
系
の
魚
だ
。
富
山

湾
で
も
、
秋
、
稀
に
獲
れ
る
。
普
通
は
五
i
六
メ
ー
ト
ル

だ
が
九
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
巨
大
鮫
。

胸
臓
に
、
真
黒
色
の
一

大
楕
円
斑
が
あ
る
。

い
ま
机
上
に
、
サ
メ
歯

(l天
狗
の
爪
)
を
置
き
:
:
:
瀬

戸
内
の
屋
代
島
の
「
フ
カ
地
蔵
」
を
思
い
讃
岐
の
金
比
羅

宮
の
「
こ
ん
ぴ
ら
と
は
、
究
語
で
ワ
こ
の
こ
と
」
:
:
:
な

ど
な
ど
と
思
い
浮
か
べ
て
、
本
稿
を
書
い
て
い

る
。

外
は
淡
雪
、
で
も
、
花
だ
よ
り
は
近
い
。

刷9:30--9:35

争
立
川
志
の
輔
の
話
と
役
立
つ
情
報
が

タ
ダ
で
聞
け
る
と
思
い
、
志
願
し
て
取

材
に
行

っ
た
新
社
会
人
講
座
。
会
場
は

当
然
の
ご
と
く
若
い
女
性
ば
か
り
。
知

ら
な
い
う
ち
に
カ
メ
ラ
は
客
席
の
方
を

向
い
て
し
ま
う
。
そ
の
時
間
が
長
か

っ

た
せ
い
か
、
私
は
、
志
の
輔
さ
ん
の
話

を
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
か

っ
た
。

(
A
)

φ
取
材
で
お
伺
い
し
た
林
道
温
泉
は
、

別
名
サ
イ
ダ
ー
温
泉
と
い
わ
れ
る
く
ら

い
に
、
炭
酸
の
細
か
い
泡
が
血
管
を
刺

激
し
て
身
体
に
い
い
の
だ
そ
う
。
こ
こ

な
ら
こ

っ
そ
り
オ
ナ
ラ
を
し
て
も
ば
れ

な
か

っ
た
り
し
て
:
:
:
。

(
T
)

女
エ
キ

ス
ポ
コ

ー
ナ
ー
も
今
回
で
四
回

目
。
こ
れ
か
ら
九
月
号
ま
で
は
毎
月
エ

キ
ス
ポ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
皆
さ
ん
に

ホ

ッ
ト
な

J
E
T
情
報
を
お
届
け
し
ま

す
の
で
、
県
外
の
知
り
合
い

の
方
々
に

対
し
て
も
、
ぜ
ひ

J
E
T
を
積
極
的
に

P
R
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
キ
ス
ポ
と
や

ま
博
の
成
功
は
イ
コ
ー
ル
富
山
の
イ
メ

ー
ジ
ア

ッ
プ
で
す
。
私
た
ち

の
す
ば
ら

し
い
故
郷
富
山
を
全
国
の
人
た
ち
に
県

民
総
ぐ
る
み
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま

28 
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夢とロマンの
感動シアター

キトキト
TOYAMA 

ホタルイカ観光
4月5日日)-5月17日(日)(滑JII市)

| いきいき富山観光キャンペーンm;スタート I 

4.1~j()-1 0・31(i)
キャンペーンも今年で10年目。期間中、

県内各地で魅力あふれるイベントが多彩に

開催されます。

いきいき富山観光フェスティJ¥)レ

'92となみチューリップフェア
4月24日閣-5月5日日)

(砺波チューリブ公園)

1!~ 

FIRST JAPAN EXPOSITION IN TOYAMA '92 

第1回ジザにン工キスポ富山'92
JET'92 会期/平成4年7月10日種目ー9月27日(日)80日間会場/県民公園太閤山ランド

県広報とやま 平成A年4月号

高岡御車山祭
4月30日同-5月1日告白(高岡市)

とやま桜まつり
4月11日出-12日(日(富山市)
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問合せいきいき富山観光キャンぺ-ン実施
協議会(県庁内)宮0764・31・4111(内線3683)




